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新名神高速道路に関する最近の取り組み

 （亀山JCT～草津田上IC間

 
約50km H20.2.23開通公表、最近の新名神に関する社会情勢）

【取り組み状況】

 

・亀山JCT～草津田上IC間の開通予定を公表。

最近の新名神に関する社会情勢最近の新名神に関する社会情勢

１０月１４日

 

紙上座談会

 

新名神高速道路の役割と課題（産経新聞掲載）

滋

 

賀

 

県

 

嘉田知事

関

 

経

 

連

 

下妻会長

NEXCO西日本

 

石田会長

◆渋滞、老朽化の名神の代替路線に期待

 

東西を結ぶ〝大動脈〟が始動◆

『つながらないのはもったいない』

※パンフレット参照

１０月２８日

 

紙上討論会

 

高速道路と物流に関する企業討論会（産経新聞掲載）

主要企業４社

 

日本ロジスティクスシステム協会

学識経験者

 

NEXCO西日本

 

関西支社長

産経新聞経済部担当部長

 

司会

◆近畿の高速道路の現状と課題◆

『求められる「定時性」「安定性」』

『名神の渋滞、老朽化に２ルート化を』

※パンフレット参照

１１月２１日

亀山JCT～草津田上IC間

 

開通記者発表

2007年11月21日

 

NEXCO西日本

 

記者発表（抜粋）2007年11月21日

 

NEXCO西日本

 

記者発表（抜粋）
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料金割引社会実験の紹介

【取り組み状況】

 

都市部の深刻な渋滞の解消、地域活性化の支援、物流の効率化（物流コストの引き下げ）に対して、高速道路ネット

 
ワークを極力有効活用する料金社会実験を実施しています。

○土休日の距離別割引
※東線・南線：H18.12、西線：H19.6より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：土休日の終日
割引率：下図のとおり

○平日割引

 

※H17.10より
平日の距離別割引

 

※H19.10より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：下図のとおり
割引率：下図のとおり

１５ｋｍ以上

７～１５ｋｍ未満

７ｋｍ未満

オンピーク
7:00～11:00
16:00～19:00

３％ＯＦＦ

オフピーク

0:00～7:00
11:00～16:00
19:00～24:00

５％ＯＦＦ

１０％ＯＦＦ

１５％ＯＦＦ

１５ｋｍ以上

７～１５ｋｍ未満

７ｋｍ未満

１０％ＯＦＦ

２０％ＯＦＦ

３０％ＯＦＦ

１５ｋｍ以上

７～１５ｋｍ未満

７ｋｍ未満

５％ＯＦＦ

１０％ＯＦＦ

１５％ＯＦＦ

阪神東線・南線阪神西線

阪神高速道路

※H19.8.1より（追加）
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：２２～２３時
割引率：２０％ＯＦＦ

名神高速道路等

本州四国連絡高速道路

○深夜割引（神戸淡路鳴門自動車道）
※H19.8.20より
車

 

種：大型車・特大車（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：０～４時
割引率：３０％ＯＦＦ

本州四国連絡

高速道路

名神高速道路等

阪神高速道路

○平日夕方割引（名神高速道路等

 

米原IC～大津IC）
（阪和道及び関空道

 

貝塚IC～有田IC等）
※H19.8.20より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：１５～１７時
割引率：３０％ＯＦＦ

名神高速道路等・阪和道等・京都縦貫道

○通勤・深夜割引の追加導入（京都縦貫自動車道）
※H19.8.20より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯＆割引率：０～４時（３０％ＯＦＦ）

６～９時、１７～２０時（５０％ＯＦＦ）

阪和自動車道及び

関西空港自動車道

京都縦貫自動車道

名神高速道路等

○深夜割引の拡大（名神高速道路

 

栗東IC～西宮IC、等）
※H19.6.24より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：２３～２４時
割引率：３０％ＯＦＦ
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物流機能の強化に向けた料金割引社会実験

 
（名神高速道路等）中間とりまとめ

【取り組み状況】

 

・物流の効率化を推進するための料金割引の導入に向けた社会実験を実施しました。

 
◆対象区間

 

：

 

名神高速道路（栗東ＩＣ～西宮ＩＣ等）

 
◆実施内容

 

：

 

①平成１９年６月２４日（日）より、２３時～２４時（３割引）を拡大

 
②平成１９年８月１日（水）より、２２時～２３時（２割引）を追加拡大

名 神 高 速 道 路

草 津 田 上 IC

栗 東 IC

石 山 IC

南 郷 IC

瀬 田 東 IC

瀬 田 西 IC

笠 取 IC

巨 椋 IC
宇 治 東 IC

宇 治 西 IC

久 御 山 IC

久 御 山 淀 IC

大 山 崎 IC

京 都 南 IC

京 都 東 IC

茨 木 IC

吹 田 IC

豊 中 IC

尼 崎 IC

西 宮 IC

大 津 IC

京 滋 バ イ パ ス

八 日 市 IC

竜 王 IC

彦 根

実 験 区 間
一 般 道
実 験 区 間
一 般 道

名 神 高 速 道 路

草 津 田 上 IC

栗 東 IC

石 山 IC

南 郷 IC

瀬 田 東 IC

瀬 田 西 IC

笠 取 IC

巨 椋 IC
宇 治 東 IC

宇 治 西 IC

久 御 山 IC

久 御 山 淀 IC

大 山 崎 IC

京 都 南 IC

京 都 東 IC

茨 木 IC

吹 田 IC

豊 中 IC

尼 崎 IC

西 宮 IC

大 津 IC

京 滋 バ イ パ ス

八 日 市 IC

竜 王 IC

彦 根

実 験 区 間
一 般 道
実 験 区 間
一 般 道

●断面交通量
・深夜割引時間帯の拡大（23時～24時）により、八日市IC～竜王IC間の20時～23時
の西宮方向の交通量は、実験前と比較して、国道８号で約６％（106台/3h）減少し、
一般道の交通量削減に寄与。
・また名神高速道路で約４％（132台/3h）増加し、その結果、高速道路の分担率が約
２％増加

国道８号 彦根の交通量（２０～２３時、下り）

1,833

1,727

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

全車交通量（台/3h）

-5.8%

0

238

228

200

210

220

230

240

250

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

大型車交通量（台/3h）

-4.2%

0

名神 八日市IC～竜王IC間交通量 （２０～２３時、下り）

3,790

3,922

3,500

3,600

3,700

3,800

3,900

4,000

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

全車交通量（台/3h）

+3.5%

0

1,904

2,006

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

大型車交通量（台/3h）

+5.4%

0

高速道路の分担率（八日市IC～竜王IC間 、20～23時、下り）

67.4%

69.4%

60%

62%

64%

66%

68%

70%

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

全車高速分担率

+2.0%

0%

88.9%

89.8%

85%

86%

87%

88%

89%

90%

91%

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

大型車高速分担率

+0.9%

0%

※実験前；H18.7.25～7.27
※実験中；H19.7.24～7.26

※下り：西宮方向

●終点料金所の交通量の変動
・割引時間帯の拡大により、ドライバーにとってより高速道路の利用が便利になり、時
間によってバラツキがあった交通量が平準化。ピーク時間帯（0:00～0:15）の大型車
交通量が約２割減少
・拡充した割引時間帯（23:00～0:00）の大型車交通量が約２割増加
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実験前 実験①

58台
44台

２５％減

実験②

45台

0:00～0:15

２％増

実験前 実験①
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交
通
量
（台
／
5
分
）

実験前
実験①
実験②

大型車

※実験前 Ｈ19.6.  4～6.21 月～木
実験① Ｈ19.6.25～7.31 月～木
実験② Ｈ19.9.  3～10.17 月～水

実験①
２３～０時
（３割引）

深夜割引（既存）
０～４時
（３割引）

実験②
２２～２３時

（２割引）

既存の早朝
夜間割引の
適用を受け
るための
ピーク

18台

28台

約４割減少

■名神 西宮料金所下り線：大型車交通量
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実験②

45台

0:00～0:15

２％増

実験前 実験①

145台 160台

１０％増

実験②

171台

23:00～0:00

７％増

実験前 実験①

141台

実験②

22:00～23:00

148台 160台

５％増 ８％増

２２％減１８％増
１３％増

交
通
量
（台
／
5
分
）

実験前
実験①
実験②

大型車

※実験前 Ｈ19.6.  4～6.21 月～木
実験① Ｈ19.6.25～7.31 月～木
実験② Ｈ19.9.  3～10.17 月～水

実験①
２３～０時
（３割引）

深夜割引（既存）
０～４時
（３割引）

実験②
２２～２３時

（２割引）

既存の早朝
夜間割引の
適用を受け
るための
ピーク

18台

28台

約４割減少

■名神 西宮料金所下り線：大型車交通量

●アンケート
・料金割引の社会実験は、約６割が満足し、その中の約２割が「料金所手前での待機
解消」が満足している点としている。また、約６５％が今後の割引継続を支持している。
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※）交通流測定器（トラフィックカウンタ）のうち大型車の値
※）実験前：H18.9.2～10.1

実験中：H19.9.1～9.30

明石海峡大橋　断面交通量（大型車）

927
819

0
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1,000

1,500

割引時間帯

交
通
量
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台
／
４
時
間

）

実験前
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明石海峡大橋 断面交通量(大型車)
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物流機能の強化に向けた料金割引社会実験

 
（本州四国連絡高速道路①）中間とりまとめ

【取り組み状況】

 

・物流の効率化を推進するための料金割引の導入に向けた社会実験を実施しました。

 
◆対象区間

 

：

 

本州四国連絡高速道路（神戸淡路鳴門自動車道等）

 
◆実施内容

 

：

 

平成１９年８月２０日（月）より、０時～４時、「大型車・特大車」、３割引

交通量の変動

 
（神戸淡路鳴門自動車道）

割引時間帯(０－４時)において交通量が１１～１３％増加
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淡路島内迂回交通　（大型車）
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※1
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実験中の日平均 うち、割引対象時間帯内

本四間直通交通 （大型車）
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※2

台数 H19/H18 台数 H19/H18

2,987 ＋12% 717 ＋58%

実験中の日平均 うち、割引対象時間帯内

淡路島内迂回走行への効果

淡路島内において一般道に迂回する交通が割引時間帯で５０％減少し、
一般道から本四道路への転換を促進

一般道

本四道路

転換

※）ETC走行データから抽出
※）実験前：H18.9.2～10.1

実験中：H19.9.1～9.30

※1

 

淡路島迂回走行：本州－四国間の交通で、海峡部は本四道路を利用するものの、
淡路島の(一部)区間は一般道を走行している車両

※2 本四間直通交通：本州－四国間の交通で、途中淡路島で一般道に降りることなく、
全線を本四道路利用の交通

淡路島内迂回交通　（大型車）
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本四間直通交通　（大型車）
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※2

一般道から
本四道路に転換

一般道から
本四道路に転換

物流機能の強化に向けた料金割引社会実験

 
（本州四国連絡高速道路②）中間とりまとめ
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